
 

静岡市監査委員会議記録 

 

会  議  令和３年度 第４回 監査委員定例協議会 

 

開催日時  令和３年８月４日（水）午前９時 10分～11時 10分  

 

出 席 者  監査委員 遠藤 正方、白鳥三和子、大村 一雄、佐藤 成子 

   事務局長 髙田 和昌 

   書  記 杉田 陽子 

     白鳥 浩司、山田  裕、稲葉 典子 

     望月健司郎、齋藤 升美、神山  悟 

     新海 拓也、山本 和延、渡辺 篤史 

 

──────────────────────────────────────── 

 

会議内容 

 

１ 開会宣言 杉田次長 

２ 例月現金出納検査等（６月分） 

杉田次長から、会計毎の予備検査の結果について現金出納の経理処理が適正に処理

されている旨の報告があった。 

   その後、各会計の担当部局ごとに説明を聴取し、監査委員による質疑や預金証書等の

確認を行った。 

（１）説明者等 

  ア 各種会計 静岡会計課長 

  イ 病院事業会計 病院総務課長、病院施設課長、医事課長 

  ウ 簡易水道事業会計 保健衛生医療部理事、保健衛生医療課簡易水道担当課長、経営

企画課長 

エ 水道事業会計 経営企画課長、お客様サービス課長 

  オ 下水道事業会計 下水道総務課長、お客様サービス課長 

（２）発言等 

  ア 各種会計 

   （佐藤委員） 

    中央卸売市場事業会計について、施設使用料と市場使用料の違いは何か。 

   （静岡会計課） 



 

    市場使用料は卸売事業者等からの収入で、施設使用料は施設の貸付収入である。い

ったん収入した後に本来の科目への振替を行うため、今回の検査調書では、市場使用

料がマイナスで表示されている。 

   （遠藤代表） 

    通常の事務処理ということか。 

   （静岡会計課） 

    そのとおり。 

   （白鳥委員） 

    今月の支出済額が先月と比べて増えている理由は。 

   （静岡会計課） 

    ６月期の期末・勤勉手当の支給によるものである。 

  イ 病院事業会計 

    特になし。 

  ウ 簡易水道事業会計 

   （白鳥委員） 

    一般会計からの補助金は、収入の時期が決まっているものなのか。 

   （保健衛生医療課） 

    年３回、多額の支出を予定しているが、これに合わせて収入することのできるよう、

一般会計と調整している。例年、９月と３月にある償還金支出の前には収入している。 

   （佐藤委員） 

    預金支出内訳書に委託業務が記載されているが、こちらは専門的な業者に委託し

ているものか。 

   （保健衛生医療課） 

    維持管理を担う事業者が水質試験水を定期的に採水し、水質管理課に運搬する業

務である。なお、水質検査自体は受託事業者ではなく、水質管理課において実施して

いる。 

  エ 水道事業会計 

   （白鳥委員） 

    前払金の内容は。 

   （経営企画課） 

    建設工事に伴う前払金である。 

  オ 下水道事業会計 

   （白鳥委員） 

    賞与引当金及び法定福利費引当金について、合計残高試算表上約１億１千万円減

少しているものの、予算執行上は７千万円余の減少にとどまっている。この差が生じ

た理由は。 



 

   （下水道総務課長） 

    執行額のうち、収益的支出に該当する７千万円余は予算外支出の引当金として計

上されているが、資本的支出に該当するその余の部分は下水道整備費及び受益者負

担金徴収費に含めて計上されている。 

   （白鳥委員） 

    投資有価証券で２億円運用をしているが、２億円の金額はどのように決定された

ものか。 

   （下水道総務課長） 

    投資有価証券については、全体予算11億円の中で４月に７億円購入しており、証券

会社と情報交換し、安全で条件の良い有価証券があれば資金管理方針に基づいてそ

の都度検討することとしており、今回、２億円の有価証券購入を行ったところである。

予算の残り２億円についても、今後条件の良いものがあれば随時検討する予定であ

る。 

    今回購入した証券の内容は、北海道公募公債１億円と、国際協力機構債１億円の購

入であり、北海道公募公債は期間20年で利率0.491％のもので、安全で他と比較して

運用益が高いものと判断した。また、国際協力機構債はＳＤＧｓ債であり期間20年で

利率0.457％のもので、国際協力機構という信用性のある機関のものであり、また、

近年関心の高まっているＳＤＧｓに貢献するものでもあることから、総合的観点か

ら購入を決定したものである。 

   （遠藤代表） 

    どの団体も安全で条件の良い有価証券を求めると思うが、希望した有価証券を希

望したとおりに購入することに、支障はないのか。 

   （下水道総務課長） 

    資金管理方針に基づき購入希望額を証券会社に伝えるが、割当てがあるため例え

ば２億円希望しても１億円になってしまう場合もある。 

   （佐藤委員） 

    投資先や証券会社の決定は、所管で行っているのか。それとも財政当局と協議など

しているのか。 

   （下水道総務課長） 

    財政当局との協議は行っていない。令和２年８月に策定した資金管理方針に基づ

き所管で判断している。なお、資金管理方針の策定に当たっては、一般会計の財政当

局や、水道事業会計の方針を参考にしている。 

   （遠藤代表） 

    確認だが、希望した時に希望した金額を必ず購入できるというわけではなく、例え

ば本当は３億円購入したかったが２億円になってしまう場合もあるということでよ

いか。 



 

   （下水道総務課長） 

    そのとおりである。 

３ 協議会議事 

（１）協議事項 

  ア 協第13号 令和３年度工事監査実施計画の策定について 

  （ア）説明者 

     望月係長 

  （イ）要旨 

     議案集により説明 

  （ウ）発言等 

     特になし 

  （エ）結果 

     遠藤代表監査委員から承認の可否について諮ったところ、全員一致で承認され

た。 

  イ 協第14号 指摘事項に対する措置状況（行政監査）の公表について 

  （ア）説明者 

     白鳥次長補佐 

  （イ）要旨 

     議案集により説明 

  （ウ）発言等 

     特になし 

  （エ）結果 

     措置状況の公表について、監査委員の了承が得られた。 

（２）その他連絡事項 

  ア 令和３年度第３回定例協議会議事録の公表について・・・・白鳥次長補佐が説明 

  イ ８月・９月の日程について・・・・・・・・・・・・・・・・・杉田次長が説明 

４ 閉会宣言 杉田次長 


